
　強盗事件が関東各地で発生してい
ます。適切な防犯対策をして被害を
未然に防ぎましょう。
被害防止対策
◆留守番電話機能の活用◆家にいる
ときも必ず施錠◆ドアを開ける前に
来訪者をドアスコープなどで確認◆
自宅に多額の現金を保管しない◆窓
に防犯フィルムや補助錠を設置◆庭
にセンサーライトや防犯カメラを設
置◆万が一の際の逃げ道を確保

強盗事件に注意

▪担市民協働課 94-4715

こんな電話には要注意
　不審な電話の目的は詐欺だけでは
なく、家の情報を得るための可能性
があります。「家にお金がいくらお
いてあるか」、「いつ家にいるか」な
どの不審な質問には答えず、すぐに
電話を切って110番
するか、伊勢原警察
署（ 94-0110）にご
連絡ください。
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之さん　有限会社 成瀬石材店

日向石の粉を混ぜ合わせたガラス製品

適切なサイズへ切削 断面を整えるための研磨

日向石で作ったコースター

成瀬 善之さん

　昭和53年10月生まれ（46歳）。大学卒業後は道路工事
関係の会社に3年間勤務し、仕事のイロハを学ぶ。江
戸時代末期から続く石屋の家系に生まれ、将来は石工
として家業を継ぐという思いが幼いころから自然と
あったため、先代の父が営む成瀬石材店で25歳から働
き始め、現在は6代目として石材業を中心に営んでいる。

〜〜 経歴  経歴 〜〜

「先人に学ぶこと」と「挑戦すること」過去と未来をつなぐ日
ひ な た

向石
いし

プロジェクト
　日向地区では江戸時代初期から1970年代までの350年間、日向石を使っ
た石材業が盛んであり、私の店も、先々代までは日向石を産業の中心と
していました。切り出し直後の青がかった色が特徴の日向石は、かつて
市内の社寺仏閣でも多く使用されていました。現在はあまり知られてい
ないことから、伊勢原の石工として、先人たちが築き上げた町の歴史・
文化を日向石を通じて未来へつなぐ活動をするべく「日向石プロジェク
ト｣を立ち上げました。
　しかし、日向石の石切場はすでに閉ざされており、新しく切り出すこと
が難しいため、限られた資源しかありません。その中でどうやって多くの
人に日向石を伝えられるか模索し、既存の石を使用した小物を作ったり、
加工で出た粉をガラスや陶器に利用したり、商品の開発を進めています。
また、イベント出展や体験ツアーを行い、実際に石に触れる機会を創出す
る活動も行っています。
　前例のない手探りの毎日ですが、日々新しいことへ挑戦をするこの活
動が楽しいからこそ、現在まで続けることができています。この活動が
地域産業の復活や市の観光につながることに期待し、石材業を盛り上げ
ていきたいです。

　伊勢原市商工会の協力により、商工業に携わる職人の皆さんを
紹介する連載企画です。匠の技をお持ちの皆さんの仕事に対する
熱意や思いを、作業の様子とともにお届けします◇市ホームペー
ジにも掲載しています。右のQRコードからご覧ください 市ホームページ

第12回

マイナンバーカードの申請を
サポートします

　マイナンバーカード用の写真撮影と申請書の記入を手伝います。
特設申請サポート
　特設会場でマイナンバーカードの申請をサポートします◇予約不要
と　き　11月16日（土）午前9時～正午
ところ　市役所1階ロビー
持ち物　�マイナンバーカード交付申請書、または本人確認書類（顔写

真付きのもの1点、または顔写真のないもの2点）
窓口申請サポート
　希望する人は電話か直接担当へお申し込みください。
と　き　火～金曜日の午前9時～11時30分、午後1時30分～4時
ところ　市役所1階戸籍住民課窓口
訪問申請サポート
　外出が難しい人を対象に職員が自宅などへ伺います。
と　き　火～金曜日の午前10時～11時、午後2時～4時
ところ　自宅、または希望する施設
対　象　�初めてマイナンバーカードを申請する人で、身体障がいや病

気、けが、介護などにより外出が難しい人
申込み　電話で担当へ
▪担戸籍住民課 94-4713

11月25日～12月1日は
｢犯罪被害者週間｣です

寄り添って 周囲でつむぐ 理解の輪
　犯罪被害に遭われた人やその家族･遺族は、体を傷つけられ、財産
を奪われるといった直接的な被害のほかに、精神的被害にも苦しんで
います。
　犯罪は、いつ誰に起こるか分からず、決して他人事ではありません。
犯罪被害者やその家族が被害から一刻も早く立ち直り、再び平穏な生
活を取り戻すため、周囲の皆さんのご理解とご協力をいただき、支援
の輪を広げ、犯罪被害者を温かく支える社会をつくりましょう。
相談窓口
　市役所1階の担当のほか、次の窓口でも犯罪被害者に対する相談や
支援を行っています。
◆伊勢原警察署 94-0110
◆県警察本部被害者支援室 045-211-1212（内線2704）
◆かながわ犯罪被害者サポートステーション 045-311-4727（月～土
曜日の午前9時～午後5時※祝日、年末年始を除く）
▪担人権･広聴相談課 94-4717

ヘルスメイト養成講座
　食の知識やスキルを学びます。修了後は地域で食育や健康づくりに
関わるボランティアとして活躍できます◇6回以上参加で修了証発行
ところ　中央公民館
対　象　�市内在住で受講後に地域で食育に関わるボランティア活動を

実践できる人25人（申込順）
費　用　テキスト代1200円、調理時は材料費600円
申込み　�電話か市ホームページから電子申請◇右のQR

コードからも申請可
日　時 内　　容

R7.1/ 9（木）
10：00～12：00

開講式･オリエンテーション、伊勢原市の食育と健康寿命
の延伸、食育ボランティア活動紹介

1/16（木）
10：00～13：00 食中毒予防、食品表示制度、調理に向けて
1/29（水）
10：00～13：30

ライフステージ別の食育、塩分測定、【調理】生活習慣病予
防メニュー

2/13（木）
10：00～13：30

高齢者の食育、フレイルチェック、【調理】フレイル予防メ
ニュー

2/20（木）
14：00～16：00 講演会「和食文化と3･1･2弁当箱法！」
2/28（金）
10：00～12：00

食品成分表の使い方、栄養バランスの良いオリジナル献立
の作成

3/ 6（木）
10：00～12：00 世代別の身体活動･運動ガイド、歯と口の健康
3/12（水）
10：00～12：30 食品ロス、お楽しみメニュー試食会

▪担健康づくり課 94-4609

電子申請ページ
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